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H25年3月5日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中部ブロック昇降機等検査協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　爲井　清隆
　昇降機及び遊戯施設の定期検査報告における検査及び定期点検における点検の項目、事項、
　方法並びに結果の判定基準並びに検査結果表に関する告示の一部訂正について(通知)
　平成２４年７月に、東京メトロ有楽町線平和台駅（東京都練馬区）に設置されたエレベーターで主索が破断し、かごが落下するエレベーター事故が発生しました。これを受けて、社会資本整備審議会により「平和台駅エレベーター主索破断事故調査報告書（平成２４年１月）」が取りまとめられました。　
　この報告書の中で、 「本事故はエレベーターの主索が劣化していたにも関わらず適切に点検が実施されることなく、劣化したまま使用し続けられたことにより、主索が破断し、かごが落下したものであると認められる。」とされています。
　この結果を受けて国土交通省は、施設の管理者等が定期検査・点検を用いて、素線を含むロープ類の劣化状況等を的確に把握し、維持管理をできるよう、昇降機及び遊戯施設の定期検査及び定期点検項目等について、検査方法及び判定基準をより明確に規定するための関係告示の改正を平成２４年１２月１２日に公布しました。
　これにより、点検箇所に「綱車による曲げ回数の多い箇所」の追加や、錆の発生しているロープ部分の状況に対して判断基準（摩耗粉の付着状況、点状腐食の進行状況、綱車にかからない部分と径の比較、素線切れの状況）などが詳細に定められました。
　詳しくは「国土交通省告示第１４４９号・１４５０号」に記載されております。検査資格者の皆様方におかれましては、是非ご一読いただき、ご確認をお願い致します。
１．改正の概要
　改正された告示の概要は以下のとおりです。
　(1) 昇降機の定期検査報告における検査及び定期点検における点検の項目、事項、方法並びに結果の判
    定基準並びに検査結果表を定める件（平成20年国土交通省告示第283号）の一部改正について
　　　ロープ式エレベーター、油圧式エレベーター、段差解消機、小荷物専用昇降機の主索や調速機ロー
    プについて、（は）検査方法及び（に）判定基準の欄に曲げ回数が多い箇所、錆が著しい場合等の具体
　　的基準を追加しております。それに伴い検査結果表についても所要の改正を行っております。
　(2) 遊戯施設の定期検査報告における検査及び定期点検における点検の項目、事項、方法並びに結果の
    判定基準並びに検査結果表を定める件（平成20年国土交通省告示第284号）の一部改正について
　　　(1)と同様の趣旨で巻上装置のワイヤロープ(主索)、客席を吊るワイヤロープ、ガイドロープに対し
　　ての改正を行っております。
２．施行日
　　平成２５年４月１日
３．国土交通省告示第1449号・第1450号　詳細
　　・平成20年国土交通省告示第283号(改正：平成24年12月12日付国土交通省告示第1449号)昇降機
　　　(改正該当箇所　抜粋)別表第一(ロープ式エレベーター)別表第二(油圧式エレベーター)別表第三
　　　(段差解消機)別表第六(小荷物専用昇降機)
　　・平成20年国土交通省告示第284号(改正：平成24年12月12日付国土交通省告示第1450号)遊戯施
　　　設(改正該当箇所　抜粋)
　　・改正後の各検査結果表（H25年4月1日以降に検査を実施する物件より使用願います。）
　　以上については中部ブロック昇降機等検査協議会のホームページに3月中旬に掲載致しますので、ご
　　確認をお願い致します。また、検査結果表等がインターネットを利用してダウンロードできない場合
　　は中部ブロックへご連絡願います。印刷してお送り致します。
　　　中部ブロックURL　http://www.tbsk.jp　　TEL 052-962-1776 
以　　上
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